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願
い
一
言「
何
で
も
か
な
う
」

葛
城
一
言
主
神
社
（
御
所
市
）

莢莢

莢莢

葛城一言主神社と乳垂れ銀杏（左）‖御所市で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
御
所
市
森
脇
４
３
２

（
祭
神
）
一
言
主
大
神

大
泊
瀬
幼

武

尊
(
雄
略
天
皇
)

（
交
通
）
近
鉄
御
所
駅
か
ら
奈
良
交
通
バ

ス
（
五
條
バ
ス
セ
ン
タ
ー
行
）

で
宮
戸
橋
下
車
。
徒
歩
約

分

（
駐
車
場
）
有

約

台

（
電
話
）
０
７
４
５
・

・
０
１
７
８

各
地
の
一
言
主
神
を
お
祭

り
す
る
神
社
の
総
本
社
で
あ

る
葛
城
一
言
主
神
社
は
、
葛

城
山
の
麓
（
御
所
市
森
脇
）

の
小
高
い
台
地
の
木
立
の
中

に
東
面
し
て
鎮
ま
っ
て
い
ま

す
。
一
言
主
大
神
は
、
『
古

事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
説

話
が
あ
り
、
雄
略
天
皇
が
葛

城
山
で
狩
り
を
し
た
時
、
鹿

狩
り
を
と
も
に
楽
し
ん
だ
神

と
あ
り
、
悪
い
こ
と
も
良
い

こ
と
も
一
言
に
言
い
放
つ
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
故
事
に
よ
り
、
今
日

に
至
る
ま
で
「
い
ち
ご
ん
さ

ん
」や「
い
ち
こ
ん
じ
さ
ん
」

と
い
う
愛
称
で
呼
び
習
わ
さ

れ
、
一
言
の
願
い
で
あ
れ
ば

何
ご
と
で
も
聴
き
と
ど
け
て

く
だ
さ
る
神
と
し
て
信
仰
を

集
め
て
い
ま
す
。

『
延
喜
式
』
で
「
名
神
大

社
」
に
列
せ
ら
れ
た
古
社
で

あ
り
、
境
内
に
あ
る
樹
齢
１

２
０
０
年
と
伝
わ
る
銀
杏

の
大
木
は
、
古
く
か
ら
、
こ

の
木
に
お
祈
り
す
る
と
子
ど

も
を
授
か
り
、
お
乳
が
よ
く

で
る
と
伝
え
ら
れ
る
乳
垂
れ

銀
杏
と
し
て
有
名
で
す
。

拝
殿
前
に
は
、
役
行
者

が
行
う
架
橋
工
事
の
際
、
一

言
主
神
が
自
ら
の
容
貌
を
恥

じ
て
夜
だ
け
手
伝
っ
た
と
い

う
日
本
霊
異
記
の
説
話
に

ち
な
む
松
尾
芭
蕉
の
「
猶
を

見
た
し

花
に
明
行

神
の

顔
」の
句
碑
が
立
ち
、ま
た
、

拝
殿
脇
と
参
道
脇
に
は
、
神

武
天
皇
が
、
土
蜘
蛛
を
葛
網

で
捕
ら
え
て
埋
め
、
｢
葛
城
｣

の
地
名
説
話
と
な
り
、
謡
曲

「
土
蜘
蛛
」
の
典
拠
と
も
伝

わ
る
蜘
蛛
塚
が
静
か
に
納
ま

っ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

岡
田
充
弘
）


